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アジサイの里（仮称）整備計画 

 

１．整備に至る経緯 

 田原市の観光施設の入込客数は、道の駅（めっくんはうす、ロコステーション）は増加してい

るが、道の駅そのものが目的地となっており、その他の施設は年々減少傾向にある。 

菜の花まつりが 1 月から 3 月まで開催され、入込客数は年々増加しているが期間は短く、1 年

を通して渥美半島先端までの観光客誘致ができていない。 

当地域は年間を通し温暖な気候で、豊川用水通水以来施設による切り花、観葉の栽培が盛んに

おこなわれ、中でも紫陽花は出荷量日本一であり、国道 42号線沿約 3㎞にわたり通称「紫陽花ロ

ード」があるものの、観光名所と呼ばれるような施設がない。当地区で生産される日本一の出荷

量を誇る紫陽花と洋花、鉢物類を多くの方に発信するためにはアジサイの里（仮称）整備の必要

性が高まっている。 

２．当地区の現状 

①田原市内観光地点の入込客数（平成 30 年度）は約 300 万人（内道の駅 149 万人、サンテパ

ルクたはら 48万人、菜の花まつり 19万人）詳細は別紙資料参照 

②田原市の平成 29年農業産出額は 883億円（4年連続日本一） 

③昭和 43年、豊川用水通水以降施設園芸が盛んになる。約 40年前から温室内で紫陽花生産が

始まる。 

④紫陽花は現在約 60戸の生産者があり、年間約 150万鉢が出荷されている。 

⑤生産された紫陽花のほとんどが名古屋、関西・首都圏に出荷され、当地区での販売は、道の

駅、JA直売所で販売されているが数量は少量に留まっている。 

⑥国道 42号線沿いの小塩津・堀切地区約 3㎞にフェニックス 300本の間に約 1800株のアジサ

イが植えられ、通称「紫陽花ロード」があるが、駐車場はなく、車窓からの鑑賞に留まって

いる。 

⑥毎年 6月 JA愛知みなみによる「アジサイ祭り inサンテパルク」展示即売会が開催されてい

るが、開催期間は 2日間である。 

⑦道の駅、サンテパルク、JAふれあい広場において鉢物類が販売されているが販売スペースは

狭く少量。 

３．整備の対象地 

 田原市小塩津町後山 

渥美の森（渥美運動公園旧パターゴルフ場）約 28ヘクタール 

野鳥の森、芝生広場があり、自然観察や散策に絶好の環境。山頂の展望台からは、太平洋から

三河湾が一望できるビューポイント。 

４．事業の内容 

 ①渥美運動公園進入路から渥美の森入口、散策路にかけアジサイ他草花を定植する。旧パター



ゴルフ場、展望広場、レクリエーション広場に○○○万本のアジサイを定植し、愛知県一の

紫陽花園を造る。 

 ②6月にアジサイ祭りを開催する。 

  ・オープニングセレモニー  ・子ども太鼓  ・写真コンテスト  ・野点 

  ・特産品販売（特に農産物）  ・子ども体験コーナー（紫陽花風車等） 

  ・足湯場所の設営  ・紫陽花の苗木無料配布  ・紫陽花コンサート 

  ・賑わい露店（毎日）  ・ノルディックウォーキング  ・アイドルユニット立上げ 

５．整備の内容 

 ①パターゴルフ場跡地から野鳥の森、展望広場、レクリエーション広場にアジサイ他草花を定

植するための整地作業 

 ②管理棟、展示・販売棟の建設 

 ③既存施設の修復 

 ④駐車場の整備（渥美の森入口、多目的広場） 

 ⑤ 

 ⑥ 

６．目標・効果 

 ①目標入場者数 10万人  入場料 300円 

 ②宿泊施設・飲食店等の売上増加、観光施設の来場者増加 

  参考：形原温泉あじさいの里 6月 1日～30日 入場数 10万人 

     入場料 300円  駐車料金 500円 

   

 

 

  



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


